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質
問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
を
受
け
、
農

産
物
の
輸
入
が
、
段
階
的
に
関
税
を
引

き
下
げ
ら
れ
廃
止
に
な
り
ま
す
。
日
本

農
業
が
崩
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。
生
産
者
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
に
よ
る
離
農
、
後
継
者
不
足
に
よ
る

生
産
年
齢
が
引
き
上
が
り
、
全
国
で
40

万
町
歩
の
耕
作
放
棄
地
な
ど
、
市
の
農

業
の
現
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

農
政
部
長　

農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
に
よ
り
、
生
産
基
盤
の
脆
弱
化

等
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
国
の
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
市
で
も
発
想
を
転
換
し

新
た
な
仕
組
み
の
構
築
や
手
法
の
導
入

質
問　

定
住
人
口
の
増
加
が
期
待
さ
れ

る
渋
川
南
部
地
域
の
開
発
計
画
は
。

企
画
部
長　

市
の
南
部
地
域
は
人
口
減

少
が
緩
や
か
で
、
必
要
な
整
備
に
よ
り
、

本
市
の
人
口
減
少
対
策
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
、
八
木
原
駅
を
拠
点

と
し
て
、
周
辺
整
備
を
図
り
ま
す
。

質
問　

地
域
の
活
性
化
や
就
業
機
会
の

確
保
か
ら
企
業
誘
致
が
必
要
と
考
え
る

が
市
の
取
り
組
み
は
。

商
工
観
光
部
長　

民
間
所
有
地
で
所
有

者
の
了
解
が
得
ら
れ
た
土
地
や
市
有
地

を
県
に
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

庁
内
に
委
員
会
を
設
置
し
て
適
地
の
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

有
馬
企
業
団
地
へ
向
か
う
市
道

の
交
通
量
が
増
え
て
い
る
。
早
急
に
拡

幅
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
市
の
対
応
は
。

建
設
部
長　

平
成
27
年
10
月
に
吉
岡
町

と
締
結
さ
れ
た
連
携
協
定
の
中
で
、
協

議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問　

警
察
署
や
給
食
調
理
場
が
建
て

替
え
ら
れ
た
（
仮
）
南
部
小
学
校
予
定

地
に
代
わ
る
老
人
や
子
ど
も
た
ち
が
自

由
に
使
え
る
広
場
が
必
要
と
考
え
る
が

市
の
取
り
組
み
は
。

生
涯
学
習
部
長　

現
在
こ
の
地
域
に
は

有
馬
野
球
場
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

施
設
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
大
筋
合
意
を
受
け
て
」

農
業
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
が
、

若
い
農
業
者
が
希
望
を
持
て
る
政
策
を
。

農
政
部
長　

若
い
農
業
者
が
農
業
で
生

計
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、

市
単
独
の
事
業
で
は
難
し
い
た
め
、
国
、

県
等
の
有
利
な
補
助
事
業
を
選
択
し
、

紹
介
等
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

ど
う
す
る
南
部
振
興
と
農
業
振
興

細
谷　

浩　

議
員　

農
業
の
現
状
、
制
度
と
今
後
に
つ
い
て

山
﨑　

雄
平　

議
員　

道の駅　こもち

有馬企業団地

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

質
問　

食
料
、
農
業
、
農
村
の
基
本
計

画
、
農
業
協
同
組
合
法
、
農
業
経
営
基

盤
強
化
法
、
農
地
法
、
農
業
委
員
会
法

が
、
こ
の
時
期
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
農

業
委
員
も
公
選
制
か
ら
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。
農
地
法
の
番
人
と
言
わ
れ
る
こ

れ
ら
は
ど
う
な
る
。

農
政
部
長　

農
業
委
員
の
公
選
制
は
廃

止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
は
、

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す
る

た
め
、
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」

を
委
嘱
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
報
酬

に
つ
い
て
は
、
新
年
度
予
算
で
検
討
し

て
い
ま
す
。

質
問　

日
本
一
の
こ
ん
に
ゃ
く
産
地
、

気
候
変
動
や
担
い
手
な
し
。
国
民
の
食

料
、
水
と
緑
、
命
を
養
う
こ
の
産
業
、

市
の
農
業
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

農
政
部
長　

担
い
手
が
い
る
地
域
で
は
、

規
模
拡
大
が
進
み
一
部
は
経
営
の
法
人

化
が
進
み
、
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る

地
域
で
は
、
集
落
営
農
組
織
を
発
展
さ

せ
農
業
生
産
法
人
に
移
行
す
る
形
態
な

ど
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
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半田南線と半田工業団地周辺

総合公園のトイレ

学
校
教
育
部
長　

特
別
支
援
学
校
と
小

中
学
校
の
交
流
等
、
福
祉
や
障
が
い
の

理
解
に
つ
い
て
学
習
を
進
め
る
と
と
も

に
、
個
別
の
相
談
に
も
随
時
応
じ
て
い

ま
す
。

質
問　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
等
に
障
が

い
者
の
働
く
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

生
涯
学
習
部
長　

体
育
施
設
に
お
い
て

は
、
維
持
管
理
等
の
業
務
内
容
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
雇
用
が
可
能

な
施
設
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

建
設
部
長　

公
園
等
の
ト
イ
レ
掃
除
は
、

拡
大
を
考
え
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
は
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

質
問　

国
道
17
号
前
橋
渋
川
バ
イ
パ
ス

に
接
道
し
、
交
通
利
便
性
の
高
ま
っ
た

都
市
計
画
道
路
半
田
南
線
の
延
伸
・
整

備
計
画
は
。

建
設
部
長　

県
道
昇
格
に
つ
い
て
、
吉

岡
町
と
連
名
で
要
望
書
を
県
に
提
出
し

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
連
携
し
て
事
業

実
施
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

質
問　

半
田
工
業
団
地
周
辺
へ
の
優
良

企
業
進
出
の
要
望
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

用
途
地
域
の
変
更
、
農
振
除
外
に
要
す

る
期
間
は
。
排
水
路
整
備
は
可
能
か
。

建
設
部
長　

用
途
地
域
の
変
更
は
、
県

の
指
導
等
に
よ
り
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

夏
場
は
熱
中
症
の
心
配
が
あ
る

の
で
、
体
育
施
設
の
利
用
時
間
を
早
め

て
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
部
長　

早
朝
か
ら
利
用
が
可

能
で
あ
る
か
、
関
係
機
関
に
利
用
形
態

を
調
査
し
、
そ
の
調
整
結
果
に
よ
り
、

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問　

市
独
自
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
進
捗
状
況
と
体
育
協
会
と

の
連
携
は
。

生
涯
学
習
部
長　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

助
成
制
度
に
基
づ
き
、
体
育
協
会
及
び

関
係
団
体
と
協
議
中
で
す
。
設
立
は
平

成
29
年
度
の
予
定
で
す
。

質
問　

体
育
施
設
利
用
時
の
申
請
窓
口

を
、
ど
こ
の
施
設
で
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
ら
な
い
か
。

生
涯
学
習
部
長　

市
内
す
べ
て
の
運
動

施
設
等
の
利
用
予
約
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
込
み
が
で
き
る
よ
う
、
利
便
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

質
問　

教
職
員
、
児
童
生
徒
へ
の
福
祉

教
育
の
状
況
及
び
障
が
い
者
を
抱
え
た

保
護
者
の
相
談
窓
口
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

山
内　

崇
仁　

議
員　

排
水
路
整
備
は
、
事
業
者
に
よ
る
吉
岡

川
ま
で
の
排
水
計
画
が
必
要
で
す
。

農
政
部
長　

農
用
地
区
域
の
除
外
に
は
、

長
期
の
時
間
を
要
す
る
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
時
間
短
縮
に
留
意
し
て
い
ま
す
。

質
問　

吉
岡
町
と
の
地
域
連
携
は
、
ど

の
分
野
で
ど
の
よ
う
に
行
う
予
定
か
。

企
画
部
長　

広
域
的
視
点
で
地
域
振
興

や
活
性
化
施
策
を
効
率
的
に
推
進
す
る

も
の
と
し
、
吉
岡
バ
イ
パ
ス
延
伸
や
八

木
原
駅
周
辺
整
備
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

質
問　

Ｊ
Ｒ
八
木
原
駅
周
辺
整
備
の
事

業
年
度
と
進
捗
状
況
は
。

企
画
部
長　

短
期
的
整
備
と
す
る
送
迎

車
ロ
ー
タ
リ
ー
や
自
由
通
路
の
整
備
等
、

お
お
む
ね
５
年
間
を
見
込
み
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
高
崎
支
社
に
協
力
を
求
め
て
い
ま

す
。

質
問　

生
涯
学
習
の
地
域
拠
点
で
あ
る

古
巻
公
民
館
が
、
手
狭
で
利
用
希
望
者

を
賄
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
次
期
総
合

計
画
へ
の
登
載
と
そ
の
内
容
は
。

生
涯
学
習
部
長　

建
て
替
え
に
つ
い
て

は
、
補
助
金
返
還
や
増
築
部
分
な
ど
の

課
題
を
検
討
し
、
次
期
総
合
計
画
に
登

載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

南
部
地
域
振
興
に
係
る
事
業
計
画

池
田　

祐
輔　

議
員　


